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平成２７年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）１対１対談 開催結果（主な発言内容） 平成27年9月11日 現在

対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

14 明和町

対談項目１
斎宮跡復元建
物の維持管理と
活用及び日本遺
産を契機にした
広域観光につい
て

斎宮跡復元建
物の維持管理に
対する県の補助

明和町

対談項目１
斎宮跡復元建
物の維持管理と
活用及び日本遺
産を契機にした
広域観光につい
て

復元建物の活
用に関しての支
援

明和町

対談項目１
斎宮跡復元建
物の維持管理と
活用及び日本遺
産を契機にした
広域観光につい
て

日本遺産：サミッ
ト配偶者プログ
ラムの検討

伊勢志摩サミットの配偶者プログラムについて、復元建物を
活用するため、配偶者プログラムに名乗りを上げさせていただ
きました。内容については、十二単の試着が一番で、配偶者全
員に十二単を着てもらおうということ。もう一つは、この管
内、お茶が地場産ということで、日本古来の茶道、それに伴う
おもてなしをできればと思っています。それからもう一つはい
つきの舞と申しまして、独特な舞があり、斎王に絡んでの舞を
見ていただきたいと思います。そして、ミニ群行を復元してい
ただいた正殿、西脇殿、東脇殿、平安の杜斎宮を使ってお披露
目し、皆さん方に平安期の日本の伝統的なものを感じていただ
けたらと思いますので、知事のバックアップをよろしくお願い
したいと思います。

配偶者プログラムについて、最終的には官邸や外務省が決め
ていくにしても、積極的に我々から提案をしていきたいと思っ
ています。物理的な移動は制約がありますが、テーマ性、ス
トーリー性の中で、斎宮は、復元建物、十二単、お茶、いつき
の舞、群行も非常に魅力的なコンテンツだと思いますので、全
体のテーマ性、ストーリー性や物理的な移動なども考えなが
ら、よく検討して積極的な提案をしていきたいと思います。十
二単をやるのであれば、単純に十二単とならないようアイデア
を考えないといけないと思っています。それからお茶について
は、何らかの形で絶対に活用したいので、積極的に考えていき
たいと思います。

復元建物の維持管理については、昭和５３年に斎宮跡の保存
に係る業務分担として、整備は県で、維持管理は町でという県
と町の基本的な一定の約束事がありますが、檜皮葺の平安朝の
立派な建物になり、町で管理できるのかという一抹の不安を
持っています。通常の維持管理で９００万円くらいかかります
が、地元の皆さんやいろいろな方々にご協力いただき、経費の
節減に努めます。直接的な維持管理が無理であれば、明和町に
委託していただくわけですが、町だけで使うということにはな
らないと思いますので、斎宮歴史博物館とも協力しながら、宝
の持ち腐れにならないようにしていかなければならないと思っ
ており、いろいろな面で支援をお願いします。特に建物の活用
で、協議会も作り、いろいろなアイデアも出しながら、どうい
う催し物をどういうふうに使っていくのかということを検討い
ただいています。多くの人に斎宮、斎王の魅力を感じていただ
き、町としては将来の活性化に繋げていけたらと思っています
ので、引き続きいろいろな面でご支援をお願いしたいと思いま
す。

また、歴まちの関係で平成２８年から平成２９年に地域の交
流センターを実物大建物の北側に計画もしており、これから維
持経費が非常にかかってくる状況ですので、約束事は約束事で
すが、日本遺産にも認定されたことでもあり、県の支援をよろ
しくお願いしたいと思います。

維持管理については、どのくらい費用がかかるのかという事
業費の精査なども含め、一緒に知恵を出しながらやっていかな
なければと思っていますが、一定の整備と維持管理の役割分担
をしている中ですので、それを曲げてといった大義があるのか
ということもあると思います。一方で維持管理を直接が無理で
あれば事業のほうでとおっしゃっていただいた部分について
は、これまで体験事業の委託もさせていただき、人材育成、情
報発信というような、そういう部分での負担が軽減されるよう
な事業面での支援というのはこれからも引き続きやっていきた
いと思っていますので、トータルで心理的、財政的負担がなる
べく軽減されていくような方法を一緒に知恵を出して考えてい
きたいと思っています。いずれにしても利活用なくしては今回
の復元建物の意味がありませんので、連携して利活用を積極的
に進めていきたいと思うところです。
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対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

斎宮跡の復元建物の維持管理と活用、それから日本遺産を契
機にした広域観光ということの中で、特に斎宮の復元建物の活
用という面で、いろいろとご支援をいただきたいと思います。

本年の４月２４日に、「祈る皇女斎王のみやこ斎宮」が、日
本遺産に認定され、斎宮に関わる文化財、史跡等をパッケージ
として情報発信していくこととなり、文化庁の日本遺産魅力発
信推進事業という支援を受けて行います。今回は地元の人たち
の力を借り、斎宮歴史博物館、私どもの財団、地元の斎王まつ
り実行委員会など、斎宮に関わる団体と連携して、多くの情報
発信をしていこうということで、県に協力いただきたいのは、
斎宮歴史博物館も入ってはいただいているのですが、県の観光
セクションも協力いただけないかと思います。日本遺産魅力発
信事業で、プロモーションビデオ等の作成、案内板や説明板、
多言語対応のアプリなど、今委託をしながら進めている状況で
す。我々の情報発信力はあまりありませんので、いろいろな機
会を通じて、ＰＲをお願いします。

観光面では、平成２９年に歴まちのサミット等の開催を予定
していますので、広域的というか三重県以外でのＰＲをお願い
したいと思います。

日本遺産の認定を契機にした情報発信ということで、この日
本遺産を活用したＰＲ、しっかりしていきたいと思います。観
光セクションでのＰＲももちろんですし、インバウンド、外国
人の方々に来ていただくときの広域での県を越えた連携、例え
ば中部地域で言うと昇龍道とかがありますが、そういうものの
議論が盛んに行われています。海外に行けば、県を越えていろ
いろ回るでしょうから、そういう意味で日本遺産に他に認定さ
れている隣県や近県も含めて、周遊ルートを作っていくとか、
積極的なＰＲに努めていきたいと思っています。

明和町

対談項目１
斎宮跡復元建
物の維持管理と
活用及び日本遺
産を契機にした
広域観光につい
て

日本遺産：情報
発信の支援
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対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

町内には、下御糸と大淀の２つの漁業施設があり、大淀漁港
については県管理で海岸堤防整備事業を進めていただいてお
り、来年完成します。それに対して漁業者の数が、非常に減っ
てきているというのが現状です。海苔の最盛期には、大淀と下
御糸の漁業従事者の数が３５０人くらいあったと思うのです
が、今は１０数人に激減している状況です。その原因として
は、燃料の高騰が非常に響いています。新規の漁業従事者、後
継者確保について努力しているところですが、なかなか後を継
いでくれないという状況です。そういう中で、答志で黒海苔養
殖の委託加工施設を協業で行っており、労働力の負担軽減にも
なるという話を聞かせていただきました。しかし、そのことを
地元の漁業の方々に話し、何とか協業化が図れないのかという
話もさせてもらったのですが、なかなか乗ってはきてくれては
おりません。我々としてもいろいろとこれから努力をしてまい
りたいと思うのですが、県も支援をいただきたいと思っている
ところです。

６次産業化の話の中で、バラ海苔といっているのですが、海
苔を摘んで来て、今までですと板海苔に加工していくわけです
が、そのまま乾燥をして製品化していくというところで、手間
が省けるというか、作業が簡単な部分もあり、町としても漁業
者の皆さんにこういう新たな取組の提案もさせていただいてい
るところです。県もこういった漁業振興の部分に、指導員のサ
ポートをお願いしたいと思います。農業は、国のほうでも一生
懸命力を入れてやっていただいているのですが、漁業のほうが
ちょっとという思いもしていますので、支援をよろしくお願い
したいと思います。

水産業をめぐる状況の激変、資源管理の問題、燃料高騰の問
題、担い手の問題というような中で、平成２３年度にその水産
業や、漁業振興のガイドラインとして、三重県水産業漁村振興
指針を作りましたが、環境もより変化してきているということ
もありますので、その見直しを今年度進めて、どういう方向で
漁業、水産業を進めていくのか検討させていただいておりま
す。また、今県の総合計画の見直しもやっていまして、水産業
は、新規の就業者、あるいは一人当たりの漁業における生産額
というようなものを高めていくための目標を設定していこうと
思っています。漁業者の所得が向上し、生活が安定し、そして
担い手が確保されるという循環をきっちり作っていくために
は、ちゃんと目標に掲げて正面からやっていかなければいけな
いだろうという思いで今議論をさせていただいています。明和
町は津農林水産事務所の管内になりますので、その普及員も一
緒になって入って、最終的な答えは答志のようなのではないか
もしれないけれども、最初から一緒にやっていくということが
大事かなと思っています。明和町の海苔養殖やアサリの漁業
が、持ち直していけるように普及員もしっかりサポートさせて
いただき、漁協の皆さんなどとも連携して取り組んでいきたい
と思っていますので、よろしくお願いします。それからアサリ
は、愛知県が稚貝の移殖に成功していますので、三重県でも３
年前から、稚貝移殖で資源を回復させるという取組を勉強して
いますので、そういう形で資源の回復に努めていってというこ
とも考えています。

６次産業化についても、明和町の海苔養殖の生産額は平成２
６年度は近年の中では比較的良かったようですが、これを一時
的にしないように、“みえのあかり”という付加価値の高い海
苔を出させていただいたりもしていますので、６次産業化とと
もに海苔自体の付加価値を高めていくような部分においても
しっかりやっていきたいと思います。海苔なども含めて、養殖
の部分がしっかり盛り上がってこないと、新規の就業者を獲得
できないというような思いもありますので、指針の見直し作業
の中で、今後の方向性をしっかり検討していきたいと思いま
す。

明和町

対談項目２
漁業振興策につ
いて県の考えと
支援策は

水産業の活性
化




